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※　２芯シールド線１本を使う加工の例



 
 
１、電源ケーブルと中継ケーブルは束ねず、伸ばしてください。 
  束ねて使用されますと、電波の回り込み、雑音発生の原因となります。 
  無線機から雑音が聞こえる場合、各ケーブルの引き回しを変えることにより軽減することがあります。 
 
２、チャンネル、グループコードは下記をお試しください。 
  こちらで検証した際のチャンネル、グループコードです。 
 
３、中継機と子機は、至近距離で使用しないでください。１０ｍ以上離してください。 
  お互いの電波の影響を受け合い、動作が不安定になります。 
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１０ｍ以上離す 

電源ケーブル 
（のばして使用）
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参考:同時通話レピーター運用時のご注意




